






























犯金山と行動 共にし、彼 苦しみを〈受けとめ〉 、ひねくれて硬く強ばった心を開かせる。しか 彼女は 金山に誘拐事件 自首を勧め、復讐を思いとどまるよう〈説得する〉女性でもある。管見ながら、遠藤文学にお
いて〈説得する〉女性はほかには登場しない。　
ここで「楽天大将」のあらすじを簡単にまとめておく。小説家を目指し
ていた金山は、幼稚園児裕一を誘拐し、身代金を奪う 朝吹志乃は全国石油社長朝吹健一の次女で、修道 の準備訓練として裕一の幼稚園に勤めていたが、偶然に と遊ん いる 見つけ わりになり、金山の逃避行に同行することとなる。志乃は金山に再三自首するよう勧めるが、少年時代から妾の子として社会の辛酸をなめてきた彼は聞き入れない。が金山の、人を信じられない孤独を理解した志乃は、自らの神〈楽天王子〉の「 （あの男について……おあげ。あなたがいなければ、彼は一人ぽっちになる） 」
（ 「逃避行」 ）
という声に従い、金山と行動を共にし続け、 〈楽天王





































と、ガストンが超越的な存在であると気づいて るが それ 殺し屋遠藤








































語る楽天大将の話を、まるで母親 乳房を吸う赤ん坊のように、眼をつむり、むさぼるように聞いていた金山の姿 もうどこにも 」く、同行を続けようとす 志乃に「帰れ。い 加減にしてくれ。これ以上、あんた 慈善につきあっているのは、ごめん 」 突き放す。が、その一方で「まるで裏切られた少年のように泪をながし 」
（ 「斜面」 ）
。この志乃の元に
戻ってきた金山の行動には留意すべきである。なぜなら 名古屋で隙を見て姿をくらました時と同様、傷心を抱えつつ、ひ り復讐に向かってもよかったから ある。彼が戻 きて無防備 「泪をながし」 誰にも明かさな 心の奥を見せていることから、金山に って志乃がまるで苦しみを受け止める母 ように心の支えになりつつあるこ がうかがえる。　
三度目に志乃が〈楽天王子〉について語ったのは長崎においてであった。
─ 15（ ─
広島以後も志乃は金山に同行するが、迷いがなかったわけではなく、 〈楽天王子〉の言葉「 （ついて行きなさい） 」 「 （他に、支える友だちがこの男にはいないのだし……） 」
（ 「斜面」 ）
を耳にし、信念を貫き続ける。復讐の前日、
金山から「俺みたいな男はもう放っと 。あんたは俺なんかとは境遇もちがう。生き方もちがう。あんたの言葉はどうしても俺の心に食い入ってこないんだ 別の世界の話をきいているような気がするんだ」 と言われ 「大きな打撃」
（ 「追跡」 ）
を受け、さらに若い娘としての限界も感じ、たじろぐ。


































































「あんたは、法律の味方をしてしまったんでしょ。だったら、あくまでも、それを押し通したら。法廷に出て、逮捕された人たちの犯行を証言しなさい。密告者になる道をえ んだのだから 正々堂々とし 密告者になったらどうなの」
（一─五）


















でもある。裁判で証言台に立っ 彼は「誇らしげ 、ひとりの女性の名前を旗のようにかかげ」 、 「おれは勝ってみせる」 、 「そうすれば、彼女が褒めてくれるはずだ」
（二─八）
と、エリザベスを心の支えにしていた。裁判






















































































人との間の水平的関係での対立である ともに神と人との間の垂直的関係での対決でもあるという二重構造をもつ」 し、 アンドルーズは、彼女の死の行為の中に、赦しと憐れみを烈しく感じ ったから そ、死 恐怖を克服し、エリザベス 信じた神の存在に収斂される可能性を見出した違いない。物語 結末で神の出現を予感させた『内なる人』は




















































































































彼が長い気の進まぬ結末をつける標準を定めたとき、背後の開いたドアからソーンダーズが彼を射った。死は耐えがたい苦痛を もなってきた。女が子供を産み落すように、彼はこの苦痛を産み落さねばならぬらしかった。彼はそうしようとむせび泣き 呻いた。ついにそれは彼から産まれ、離れ落ちそして彼はこの産み落した苦痛、彼の産んだただ一人 我が子の後を追って無限の闇の中へおちていった。
（七─
（）

















































き付き、後にマーカス卿殺害の場面でも思い出している。最後の「 〝ああ、キリストよ かかるこ がありうるのですか〟
 」というレイヴンの語りか

















し続け、 〈説得〉し、信じること 通して神に繋ぐ女性を描いた か。　「楽天大将」発表前後の遠藤の主な作品を整理すると、昭和四十一年三
月『沈黙』刊行、昭和四十二年一月「父の宗教・母の宗教」発表、昭和四十三年一月「影法師」発表、昭和四十三年七月～四十四年二月「楽天大将」連載、昭和四十四年六月「現代日本文学に対する私の不満」発表となる。これらはいずれも母の宗教を求める 人の宗教観に言及し、同伴者イエスについて描 た作品である。特に「現代日本文学に対する私の不満」では、現代文学は心理探究のみ描いていて 魂の探究」を忘れ、 「存在の渇望を無視して」おり、 「人間と人間や人間と社会の関係」のみで、 「人間とそれを超えたものの関係と相剋」を描いた「劇」がないという不満を述べている。 「楽天大将」はそれを補うような構図が設定されているのではないか。　
さらに後に『イエスの生涯』としてまとめられていく「聖書物語」の並




































































































































キリスト教の土壌がある らである しかし、日本で そうは な 。それゆえ、志乃は修道女
0
として設定されたと考えられる。けれども、いつ



























ここには、 「楽天大将」において志乃が〈楽天王子〉に語りかけ、 〈楽天王子〉から返事を得ていたのと同じ構図がある。さら 小説の終盤、勝呂医師が自殺をはかる直前に、 「オー、ノン、ノン。そのこと駄目」 、 「わたくーしもむかし生きていた時疲れました。くたびれました。しかし、わたくーしは最後まで生きましたです」と自殺を止めようと説得する声が聞こえ、誰何すると、 「わたくーし ガストンではない。わたくー は……イエス（Ⅶ）
と言う。寄り添い続けるガストンを通して、勝呂がイエスと繋がっ











































































































彼女が〈説得〉するのは、アンドルーズだけではない。アンド ーズが隠れて見ている前で、カーリオンにも、 「話を聞かせて」と「あ たかい焰のように の心を動か」 声で語りかけ、アンドルーズの裏切りの疑いを聞き出す。そし 恐れることなく「男が一人死んで、あんた 夢が破れからといって、こんな大騒ぎをする必要があるのかしら？」と「問い詰め」（一─四）
る。さらに「おれたちを裏切った奴を、確かめ」 「殺してやる」



































































四年の開き ある。けれども、この間も遠藤はグレアム・グリーン作品に関心を持ち続けていた 「楽天大将」金山の言葉、 「 フリカの奥地で癩病人のため修道女が一生懸命、看病していたことがある。ところが戦後に癩病の特効薬ができた」 、その時「この修道女 ち」は「悦ぶど か、嘆いたってさ。自分たちが立派なことをする場所が、もう、これでなくなったって……」
（ 「逃避行」 ）
は、グリーン作品「燃えつきた人間」
（
A
 B
urnt-
O
ut C
ase 1961 ）
第一部第二章
（のコラン医師と院長の会話の中に見られる。
なお、この逸話は、 「楽天大将」に五年先行する「雑木林の病棟
（初出「世
界」昭
3（・
10）
にも用いられている。さらにグレアム・グリーンの名は、先
に引用した「私の文学
　
自分の場合」
（昭
4（・
1）
のほか、 「悪魔について
のノート」
（昭
43・
（）、 「私と「テレーズ・デスケルウ」 」
（昭
44・
（）
にも見
える。昭和四十一年発表 「沈黙」における「権力と栄光」の受容については周知 とおりである。
（
14） 「河北新報」
（昭
43・
（・
16付、朝刊）
。
（
15） 「週刊新潮」
（昭
51・
1・
1号～
9・
（号。のちに『悲しみの歌』と改題、昭
5（・
1、新潮社より刊行）
。なお、この作品は『海と毒薬』
（昭
33・
4、文芸春秋新社）
の続編として書かれたもので、 「海と毒薬」では救いの得られなかった勝呂に、救いを与える意図がうかがえる。本文引用は『悲しみの歌』
（昭
56・
6、新潮文庫）
に拠り、ルビは省略した。
（
16） 『深い河』
（平
5・
6、講談社）
に登場するガストンには神との対話はなく、
自らが苦しみを分かち合う同伴者として力を尽くし、見ている者に 同じ
巡礼に同行するもう一人のお遍路さん」
（ 「十二章
　
転生」 ）
と認識される。
彼の力を借りて安らかな死を迎えた塚田は、神に出会えたといえる。なお、三作品 ガストンの変遷については、拙論「遠藤周作「おバカさん」論──ガストンはどこを歩いているのか──」
（ 「学苑
｣
749号、平
15・
1）
を参
照されたい。
引用した以外の主な参考文献・丸谷才一「追われる男・愛する女──グレアム・グリーンについて──」
（ 「英
語研究
 」
41─
11号、昭
（（・
11）
・武藤久緒「グレアム・グリーンの小説に登場する女性たち──娯楽作品と初期
作品を中心に──」
（ 「実践英文学」
（4号、昭
5（・
1（）
・岩崎正也「グリーンの創作技法」
（ 「英語青年」
137─
6号、平
3・
9）
・岩崎正也「グレアム グリーンの『拳銃売ります』 ついて」
（ 「長野大学紀要」
13─
4号、平
4・
3）
・永島計次「
G
raham
 G
reene
論──初期
3小説の展開──」
（ 「久留米大学論叢」
（4─
1号、昭
50・
6）
・加島祥造「あとがき」
（ 『グレアム・グリーン全集
5　
拳
銃売ります』昭
55・
9、早川
書房）
・『グレアム・グリーン文学事典』
（平
16・
9、彩流社）
（ふえき
　
みか
　　
日本語日本文学科）
